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① 様々な末端反応性 PEG 誘導体の合成 
② 末端反応性 PEG を用いた混合 PEG の最適化 




⑤ PEG 化金ナノ粒子の表面での挙動解析 
⑥ 両末端スルファニル PEG の金表面でのブラシ
構築 
⑦ ホスファジルコリン基を有するポリマー
(PMPC)と PEG ブラシの比較 
⑧ オリゴアミン PEG の金表面への吸着の解析 
⑨ 抗体/PEG 混合表面における分子認識能増強
効果 












① 様々な末端反応性 PEG 誘導体の合成：我々は




に供した(Nagasaki ら、J. Coll. Int. Sci, 309, 524 
(2007)、Nagasaki ら、Chem. Lett., 37, 564  
(2008))。 






Biointerphases 2, 126 (2007))。 
③ オリゴアミン PEG のオリゴアミン鎖長とブラ
シ密度、非特異吸着抑制効果の検討：上述し



















(Yoshimoto ら 、 Chemistry Letters 36,  
1444-1445 (2007))。 
⑤ PEG 化金ナノ粒子の表面での挙動解析：上述





た(Yoshimoto ら、Chem.Comm., 5369 (2008))。 
















(Yoshimoto ら、Langmuir, 24, 9623 (2008))。 
⑦ ホスファジルコリン基を有するポリマー
(PMPC)と PEG ブラシの比較：長さの異なる
PMPC と PEG ブラシを構築しその膜厚、タン
パク質吸着能を比較し、非特異吸着抑制効果
を明らかにした(Yoshimoto ら、submitted for 
publication)。 















とを明らかとした(Nishio ら、in preparation)。 
 
図 2.抗体/混合 PEG 固定化表面の経時変化の AFM
観察(一時間後の抗体の高さが殆ど変化しない) 
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